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   夢を語り合い、夢を認め合い……          学院長 前田 真彦 

 

大阪・東京合わせて 100人近くの受講生が集まりました。100人の熱い思いを目の当たりにして、大阪・東

京合わせて 4日間、みなさんに圧倒されっぱなしでした。4色ボールペンの色を換える時の「カチャ」という

音が、教室中こだまするといえば大袈裟ですが、何ともすごい迫力でした。普段一人で「書き取り」なんて地

味な勉強はしにくいですからね。こうして同志が集まって、必死になって韓国語を追いかけていく教室のピリ

ッと引き締まった空気、これが「本気の韓国語学習」に火をつけるんですよね。 

必勝講座の最後に「合格後の夢を書く」という時間を持ちました。5 分で書いて、「では、お隣の人と認め

合いましょう」と言ったところ「ええ～」と戸惑いの声。しかしいったん自分の夢について人に語ってしまう

と、気持ちがほぐれるのか、みなさん生き生きと自分の夢を語り始めました。そして大勢の人と「夢の承認」

のしあいとなりました。これは大阪・東京とも同じでした。やはり夢を語ることが大切だと、改めて思いまし

た。この時間が一番楽しかったです。こうして興奮冷めやらぬ状態で、必勝講座を終えることができました。 

 必勝講座の内容はすべて、教室授業の成果です。普段教室でしてきたことを 1.5日に凝縮した分、緊張感と

集中力がありました。教室授業を紙の上に再現しようとしているのが通信講座です。通信生の方にも、必勝講

座と同じ臨場感と手ごたえを感じていただけるよう、さらに努力していかなければならないと感じました。 

 必勝講座での皆さんの反応を見て、「ミレ」の教育に間違いはなかったという確信を持つと同時に、今後、

教室と通信でさらに充実した授業を展開していかなければならないと、身の引き締まる思いをしています。 

   

必勝講座を振り返って                     講師 姜明淑 

 

大阪では、中級のみなさんは、とても大きな声でシャドーイングをしてくれました。中には、「다시 들으십

시오」までシャドーイングする方もいて、笑いに包まれました。大阪会場はミレの教室生の方も数人参加なさ

っていましたので、温かい雰囲気で授業できました。語彙の問題の授業の時は文法の解説に夢中になって、ク

イックレスポンスをするのを忘れてしまったりしましたが。２日目の１時間目は私が担当する初めての高級の

授業で、ちょっと緊張してしまいました。私の緊張が伝染したのか教室全体がかたい感じだったのですが、「ニ

ュースを読むアナウンサーのようにもっとエキサイティングに！！」と全員で立って音読すると、私も皆さん

もほぐれて、後はいつものノリで授業ができました。 

東京では、逆に中級の方がみなさん緊張されていたようですが、ひとりひとりお話をしていくうちに、打ち

解けることができました。高級では私よりも長い間学習されてきた方たちの前で授業することもあってどうし

ようかと思いましたが、何とかうまく（？）いきました。 

  今回の必勝講座で出会えたみなさん、どうか、ミレの２日間を忘れないでください。これから先、全国に韓

国語学習の輪がさらに広がっていくことを望みます。 
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       作文は構成力         講師 原 康子 

大阪の必勝講座では作文の添削をさせてもらいました。構成がしっかりしていることが大切だというコメ

ントをしましたが、実際の試験では構成をゆっくり考える時間などないと言ってもいいでしょう。時間配分

がうまくいっても、作文に費やせる時間は多くて 30分。では、どうやったら短い時間で作文を書けるので

しょうか。 

 先日、NHKの「テストの花道」という高校生向けの番組で、わかりやすい文章を書くチカラを身につける

トレーニング方法を紹介していました。簡単に説明すると、 

１．まず自分の意見を書く。 

２．次に「な・た・も・だ」の順で下書きを書いて、論文に仕上げる。 

な・・・なぜなら（その理由を考えてみる） 

た・・・たとえば（具体例、客観的な意見や見方を書く） 

も・・・もしも（仮の設定を作り、別の視点から考える） 

だ・・・だから（結論を書き出すきっかけ） 

というものでした。番組では文章を書くのが苦手という高校生たちもこの方法で論理的な文章が書けていま

したよ。 

なるほど、いつもこの「なたもだ」を意識すると、自然と構成力のある作文が書けそうですね。このよう

に自分なりの文章の構成パターンを作っておくというのも一つの方法ではないでしょうか？もちろん韓国

語で。皆さんも、お試しあれ！ 

では、皆さんの合格の知らせを心待ちにしています。 화이팅!! 

 
     「コリアンラーナーズハイ」       講師 玉城 典子 

「つべこべ言わずにシャドーイング」なるキャッチフレーズが生まれたとお伺いしました。 

日課にすることが大事なのでしょうね。 

私は「コリアンラーナーズハイ」と言う言葉を提案します。 

私は韓国語の勉強を始めて１２年が過ぎました。私は細々と、しかしながら深い思いを持ち韓国語と向き

合ってきました。そして、一日たりとも韓国語から離れた事はありません。自分と韓国語の距離はその時に

より様々ですが、韓国語が私の体の一部分になっていることを実感しながら日々過ごしています。なくては

ならない存在です。 

皆さんは日記をつけていらっしゃいますか？私は日本語で書いた後、韓国語に訳すという方法で日記をつ

けています。長く書こうとすると負担になりますので短くです。日常の日本語と韓国語の距離感が変わるよ

うな気がします。毎日書くことにより、決意表明をするようでもあり、なかなか楽しいです。まだ書いて見

た事が無い方は一度お試しを。 

言語を学び続けることは苦痛を伴う事も有りますよね。ずっと楽しいわけではないと思います。そんな時

あまり自分を責めずにたまには続けて頑張っている自分を褒めてあげて下さい。シャドーイングをしなが

ら、日々進化している自分を確認することも大事だと思います。 

ランナーズハイと言うものが有りますよね。つらく、しんどいながらそのあとにふっと楽になる瞬間があ

ると思います。偉そうな事は言えないのですが、私もランナーズハイのような感覚を経験しました。「コリ

アンラーナーズハイ」と名付けました。地道にコツコツと続けて皆さんで「コリアンラーナーズハイ」を体

験しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地方からも参加できる集中講座を続けていただきたい。国内での短    

期留学も企画して欲しい。 

・できないのは努力が足りないと思い知らされた。 

・4 色ボールペンパダスギはすべての分野（語彙、聞き取り、読解…） 

に非常に効果的！ 

・実力向上は普段の積み重ねであると痛感。 

・試験の先を見据えることも重要など、韓国語以外の部分でも得るも 

のが多かった。 
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